
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』への 
意味情報（分類語彙表番号と助動詞用法）付与 

概要 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に意味情報を付与することにしました 

集計結果を 
意味で分析したい！ 

どのジャンルで 
どの意味が現れる？ 

類語を 
まとめて検索したい！ 

多義語の 
どの意味が高頻度？ 

特定の意味用法の 
用例を集めたい！ 

同じ意味の語は 
どのくらい使われる？ 

作業 

UniDic語彙素ID（小木曽・中村, 2014）に 
分類語彙表番号を人手で対応させたデータ（近藤・田中, 2020）により， 
BCCWJの言語単位（短単位・長単位）に対応可能性のある分類語彙表番号を列挙可能 
 

 ※多義語の場合，文脈的にどの意味なのか判断が必要 
 ※分類語彙表には機能語の掲載がほとんどない：助動詞に対応が必要 
 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（Maekawa et al, 2014）の 
書籍・新聞・雑誌データ（約35万語） 
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① 意志 8        35 1 2 10 1 69 34 12 1 9 76 8 7 17 4 1  295 

② 勧誘           5         5 6       4 1     1     22 

③ 推量・ 
想像 

  2 2 191 106 2 1   29 1 6         2     1       347 

④ 疑問・ 
質問・反語 

  2   70 43       5       1   1 4             126 

計 8 4 2 261 149 42 2 2 44 2 80 40 13 1 10 86 9 7 18 5 1 4 790 

助動詞「う・よう」の用法別前接語の意味（分類語彙表番号中項目）・用法（数値は用例数） 

『分類語彙表増補改訂版』（2004）の 
分類語彙表番号 

『現代語の助詞・助動詞』（1951）の 
助動詞用法 

文脈上適切な語義（分類語彙表番号）を人手で選択・入力！ 

 ※適切な語義（分類語彙表番号）がなければ新たな分類番号を追加 

 

 

 
 

 文脈的な意味分類によってコーパスを調査することが可能になりました 

https://github.com/masayu-a/BCCWJ-WLSP/ 

媒体 1:関係 2:主体 3:活動 4:生産物 5:自然 対象外 総計 

書籍 (54,474語) 46.25% 12.07% 28.97% 4.32% 5.22% 3.17% 100.00% 

雑誌 (60,786語) 47.68% 10.99% 28.41% 4.94% 5.18% 2.80% 100.00% 

新聞 (66,906語) 45.61% 16.45% 29.22% 3.08% 2.82% 2.81% 100.00% 

総計 (182,166語) 46.49% 13.32% 28.88% 4.07% 4.33% 2.91% 100.00% 
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ジャンルごとの意味分類（大分類）分布の例 

加藤 祥（目白大学・元国立国語研究所コーパス開発センター） 


